
課：

一般財源(物件費充当分のみ) 207,542 ー ー ー 734,635

歳入計(物件費に充当される特定財源) 757,086 ー ー ー 1,685,647

その他 241,976 ー ー ー 859,137

0

市債 183,900 ー ー ー 429,700

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 331,210 ー ー ー 396,810

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,009,987 ー ー ー

　物件費計 964,628 ー ー ー 2,420,282 39.9%

　人件費計 45,359 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 45,359 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

5.90人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

公共下水道（雨水）の整備に伴う、設計及び工事
枚方市下水道整備基本計画に基づく事業の実施

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

下水道法事業計画に基づき、浸水被害が軽減されている状態。
雨水ポンプ場の耐震性能が確保され、地震時でも排水機能が停止せず適切に運転できる状態。

対象者(受益者) 市内在住の全市民及び市内の全事業所

現状・課題
降雨による浸水被害の発生。
地震時の排水機能停止に伴う浸水被害の発生。

事業の概要
公共下水道排水区域（寝屋川北部流域関連3排水区、淀川左岸流域関連18排水区）を対象に、排水施設の整備及び根幹
的な施設である雨水ポンプ場の耐震化を図り、浸水被害の軽減を図る。

年間の主な事務

根拠法令等 下水道法、都市計画法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1958（S33）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

〇 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 投資的区分

施策目標 1.災害に対する備えができているまち 性質 交通・都市基盤

担当部署(R7年度機構) 部： 上下水道部 下水道整備課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 35

事務事業名称 公共下水道（雨水）整備事業



① 地区 地区 地区 地区

② 地区 地区 地区 地区

③ ポンプ場 ポンプ場 ポンプ場 ポンプ場

④ 施設 施設 施設 施設

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

枚方市下水道総合地震対策計画計画に基づき雨水ポンプ場の耐震化を進める。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

枚方市下水道総合地震対策計画計画に基づき雨水ポンプ場の耐震化を進める。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

耐震診断を実施した結果、耐震性を有する施設を新たに確認できたため、ポンプ場の耐震化率が上昇し、目標を上回る結果となった。

― ― ― ― ―

（工事・委託完了件数 ÷ 工事・委託予定件数） × 100 ―

― ― ― ― ―

39 ― ― ― ％

R6 R7 R8 R9 単位

33.8 44.2 55.8 70.1 ％

―

指
標

ポンプ場の耐震化率

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

ポンプ場の各施設の耐震化が完了する。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

― ― ― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

125.2 ― ― ― ｍ

R6 R7 R8 R9 単位

120 375 260 390 ｍ

―

指
標

各年度に予定している公共下水道（雨水）の整備延長

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

公共下水道（雨水）を整備する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

雨水ポンプ場の耐震化工事 施設 2 ー ー ー

雨水ポンプ場の耐震診断及び設計 ポンプ場 2 ー ー ー

公共下水道（雨水）の整備に伴う工事 地区 2 ー ー ー

公共下水道（雨水）の整備に伴う設計 地区 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 335,676 ー ー ー 643,635

歳入計(物件費に充当される特定財源) 651,375 ー ー ー 869,479

その他 34,425 ー ー ー 43,429

0

市債 455,000 ー ー ー 664,100

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 161,950 ー ー ー 161,950

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,039,329 ー ー ー

　物件費計 987,051 ー ー ー 1,513,114 65.2%

　人件費計 52,278 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 52,278 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

6.80人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

枚方市下水道整備基本計画に基づく事業の実施

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

下水道施設の維持管理が適切に行われている状態。

対象者(受益者) 市内在住の全市民及び市内の全事業所

現状・課題 下水道施設の円滑な利用受益の阻害。

事業の概要
道路陥没の未然防止や雨天時などにおける汚水管への浸入水防止、管路の耐震化に向け、枚方市下水道整備基本計画
に基づき、管路の点検・調査を実施し、汚水管渠の老朽化、耐震化対策として改築等を進める。また、都市計画事業等に
よる支障移転についても実施する。

年間の主な事務

根拠法令等 下水道法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2008（H20）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 維持管理区分

施策目標 1.災害に対する備えができているまち 性質 交通・都市基盤

担当部署(R7年度機構) 部： 上下水道部 下水道整備課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 118

事務事業名称 公共下水道（汚水）改良事業



① km km km km

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も枚方市下水道ストックマネジメント計画に基づき管路の点検・調査を実施し、汚水管渠の老朽化、耐震化対策と
して改築等を進める。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

枚方市下水道ストックマネジメント計画に基づき汚水管の点検、調査を行い、老朽化した汚水管の改築を進める。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

改築計画に基づき管路の改築を進めているが、事業を行うにあたり精査した結果、目標値に対する指標の達成度が28.2％であり、想定を下回る結果
であった。

― ― ― ― ―

（改築距離 ÷ 改築計画距離） × 100 ―

― ― ― ― ―

28.2 ― ― ― ％

R6 R7 R8 R9 単位

33 66 100 33 ％

―

指
標

３年間で予定している改築計画延長に対する改築延長の割
合

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

改築計画を作成した管路の改築が完了する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

枚方市下水道ストックマネジメント計画に基づく改築等
を進める管路施設を把握するため、点検・調査を実施
する。

km 8.4 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 9,167 ー ー ー 164,263

歳入計(物件費に充当される特定財源) 104,193 ー ー ー 326,089

その他 0 ー ー ー 0

889

市債 80,100 ー ー ー 299,600

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 2,943 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 21,150 ー ー ー 25,600

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 148,725 ー ー ー

　物件費計 113,360 ー ー ー 490,352 23.1%

　人件費計 35,365 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 35,365 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

4.60人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

公共下水道（汚水）の整備に伴う、設計及び工事
枚方市下水道整備基本計画に基づく事業の実施

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公共下水道の整備により汚水と雨水が別―に処理されることで、都市基盤整備及び淀川水系の水質汚濁防止が出来て
いる状態。

対象者(受益者) 市内在住の全市民及び市内の全事業所

現状・課題
公共下水道が整備されないことにより、都市基盤が整備されていない一部の地区があり、淀川水系の水質汚濁が生じ
る。

事業の概要 生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図るため、下水道の普及を促進する。

年間の主な事務

根拠法令等 下水道法　都市計画法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1958（S33）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 5.自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち 細区分 投資的区分

施策目標 26.安全で良好な生活環境が確保されたまち 性質 交通・都市基盤

担当部署(R7年度機構) 部： 上下水道部 下水道整備課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 146

事務事業名称 公共下水道（汚水）整備事業



① 地区 地区 地区 地区

② 地区 地区 地区 地区

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

整備済み区域内に点在する未承諾地区や整備困難地区などの未整備地区の解消に取り組みます。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

下水道人口普及率の増加

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

生活環境の改善や河川水質保全のため、公共下水道の整備完了に向けて、下水道（汚水）整備に取り組みました。（整備人口普及率９７．９％）

― ― ― ― ―

（工事・委託完了件数 ÷ 工事・委託予定件数） × 100 ―

― ― ― ― ―

75 ― ― ― ％

R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

―

指
標

各年度に予定している工事・委託の割合

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

公共下水道（汚水）を整備する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

公共下水道（汚水）の工事 地区 5 ー ー ー

公共下水道（汚水）の設計 地区 3 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 1,406 ー ー ー 2,446

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 17,703 ー ー ー

　物件費計 1,406 ー ー ー 2,446 57.5%

　人件費計 16,297 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 3,227 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 13,070 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.80人 ― ― ―

1.70人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

公共下水道（汚水）整備事業
公共下水道（汚水）改良事業
公共下水道（雨水）整備事業

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

所管事務が適切かつ効率的に執行されている状態。

対象者(受益者) 課の職員

現状・課題 課の運営を円滑に図る必要がある。

事業の概要 課の運営業務

年間の主な事務

根拠法令等 決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 9.施策体系外 細区分 行政運営区分

施策目標 99.施策体系外 性質 内部事務・行政運営

担当部署(R7年度機構) 部： 上下水道部 下水道整備課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 892

事務事業名称 下水道整備課運営事務



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、円滑な事務執行に努めていく。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

所管事務に係る他部局との連絡調整、各種庶務事務の執行や公用車の維持管理を適切に行った。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績


